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「Value-based Medicine(VBM)とは何か？」この本
を手に取った方はまずこの疑問を持たれることだろう．
そもそも著者は，EBM(科学的根拠に基づく医学)の大
家であり，「いかにしてエビデンスを作り，利用するか」
を著した書籍や，その基本となる臨床統計学の教科書な
ど，多数の EBM関連著書を出版している．
一見，エビデンス(科学的根拠)とバリュー(価値観)で
は正反対の概念のように思われる．とうとう EBMに愛
想を尽かして VBMに寝返ったのかなと言うと然にあら
ず．この本を読むと VBMはしっかりした EBMの基盤
の上に成立することがよくわかる．“治療”の際には
EBM が大きな力を発揮する．“予防”の際もエビデン

スはしっかりと蓄積されてきている．ただ，「馬を水辺
に連れていくことはできても，水を飲ませることはでき
ない」．エビデンスを振りかざしてもなかなか実行して
もらえないのが予防の世界である．そこで出てくるのが
VBMである．
この著書は，How to make Value から How to use

Valueまで VBMとは何かを理解し，さらに実行するた
めの教科書にして実用書である．筆者自身の体験を踏ま
えているのでより説得力が高い．後は，ぜひ本書を読み
下してやさしく「水を飲んでもらう」ようにしていただ
きたい．

日常診療で使える VBM(価値に基づく医療)の指南書
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